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特
集4〜5 県大会  妙高市大会 ～ようこそ妙高へ～

妙高市　山本　　毅

旧武石家住宅活用事業「むかしばなしと昔の遊び」（弥彦村）
晩秋の一日、囲炉裏を囲んで昔話を聞き、串焼魚を味わいます。

２……… トピックス 本会　理事会・評議員会開催
３……… 視 点 「大会テーマ」に思うこと	 下越教育事務所社会教育課長　伊比　宗宏

ひ ろ ば 「人の役に立ち働く幸せを」	 南魚沼市社会教育委員・公運審委員　 会長　中俣　敏雄
掲 示 板 「第２回県公連理事会」「第１回公民館月報編集委員会」開催

6……… 実践記録シリーズ 「ラ・ラ・ネット公民館」	 新潟県立生涯学習推進センター

7……… サークル交流 「たくさんの笑顔を」（十日町市）／「舞踊で笑顔と健康を届けます」（糸魚川市）
素 顔 拝 見 和田　正利さん（加茂市）／浅井　健五さん（魚沼市）

８……… お元気ですか 「出会いに感謝」	 新潟市・佐藤　千恵さん
ネットワーク



2５月10日㈫　県公連会計監査　新潟市中央公民館　監査委員２名　事務局出席 ひとくち情報

本
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催�

▶
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本
会
の
第
１
回
理
事
会・
評
議
員

会
が
、５
月
20
日（
金
）に
新
潟
市
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、来
賓
と
し
て
、県
教
育

庁
生
涯
学
習
推
進
課
か
ら

　
生
涯
学
習
推
進
課
係
長

　
　
　
　
　

 

長
谷
川
智
泰
様

　
同　
副
参
事

　
　
　
　
　

 

中
川　
日
里
様

を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
議
の
内
容
は
、当
紙
３
月
号
に

本
年
度
の
活
動
基
本
方
針
、事
業
計

画
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
省
略
し

ま
す
。

　

会
議
で
は
、新
た
に
次
の
こ
と
が

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１　

�

本
年
度
の
役
員
が
決
定
し
ま

し
た
。

会　
長　
早
川　
寿
男（
上
越
市
）

副
会
長　
五
十
嵐
政
人（
新
潟
市
）

　
〃　
　
松
川　
稔
明（
五
泉
市
）

　
〃　
　

水
島　
幸
枝（
長
岡
市
）

理　
事　
田
澤　
紀
雄（
阿
賀
野
市
）

　
〃　
　
池
田　
　
渉（
胎
内
市
）

　
〃　
　

佐
藤　
　
弘（
南
魚
沼
市
）

　
〃　
　
内
山　
純
一（
津
南
町
）

　
〃　
　
渡
辺　
孝
志（
糸
魚
川
市
）

監　
事　
越
前　
範
行（
佐
渡
市
）

　
〃　
　
大
塚　
和
子（
魚
沼
市
）

評
議
員　
伊
藤　
英
策（
新
発
田
市
）

　
〃　

	

田
嶋　
雄
洋（
村
上
市
）

　
〃　

	

古
澤　
　
徹（
燕
市
）

　
〃　

	

斎
藤　
祐
之（
阿
賀
町
）

　
〃　

	

渡
辺
佳
津
志（
聖
籠
町
）

　
〃　

	

稲
家　
　
誠（
関
川
村
）

早川新会長

　
〃　

	

川
村
三
千
男（
粟
島
浦
村
）

　
〃　
　
金
子　
成
郎（
三
条
市
）

　
〃　
　
高
橋　
達
也（
柏
崎
市
）

　
〃　
　
渡
邊　
善
則（
小
千
谷
市
）

　
〃　
　
和
田　
正
利（
加
茂
市
）

　
〃　
　
大
島　
　
満（
十
日
町
市
）

　
〃　
　
刈
屋　
正
人（
見
附
市
）

　
〃　
　
小
森　
順
一（
弥
彦
村
）

　
〃　
　
会
田　
　
一（
田
上
町
）

　
〃　
　
佐
藤　
　
亨（
出
雲
崎
町
）

　
〃　
　
岩
崎　
裕
一（
湯
沢
町
）

　
〃　
　
入
澤　
勇
太（
刈
羽
村
）

　
〃　
　
山
本　
　
毅（
妙
高
市
）

事
務
局

　
事
務
局
長　
田
原　
　
理

　
事
務
局
員　
島
津　
和
子

２　

�
特
別
委
員
会（
自
主
財
源
確
立

の
た
め
の
調
査
検
討
委
員
会
）

の
解
散

　

こ
の
委
員
会
は
、当
会
の
財
政
運

営
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
で
す
が
、

健
全
運
営
に
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と

か
ら
本
委
員
会
を
解
散
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

３　

�

特
別
委
員
会（
公
民
館
月
報
編

集
委
員
会
）の
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
小
林　
朋
広（
県
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　
丸
山　
聖
乃（
上
越
市
）

　
高
橋　
達
也（
柏
崎
市
）

　
小
森　
順
一（
弥
彦
村
）

　
伊
藤　
英
策（
新
発
田
市
）

　
鴨
井　
理
紗（
新
潟
市
）

　
伊
藤　
義
則（
新
潟
市
）

　
田
原　
　
理（
事
務
局
）

４　
永
年
勤
続
者
表
彰
に
つ
い
て

　
県
大
会
に
お
い
て
永
年
勤
続
者
表

彰
を
行
い
ま
す
が
、そ
の
受
賞
対
象

に
つ
い
て
次
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
正
規
職
員
を
対
象
か
ら

除
く

�

（
田
原
）

あいさつ　長谷川係長　左は中川副参事

県大会の説明　妙高市山本館長

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月 15 日発行
いつでも申込み受付中

№760（第３種郵便物認可） 	 平成28年６月15日



3 ひとくち情報 ５月12日㈭〜13日㈮　第１回関ブロ理事会　相模原市　会長、事務局長出席

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS

１　第２回県公連理事会開催予定
　�　事業計画により第２回理事会を下記により開催し
ます。　
　　（１）日時　平成28年６月10日（金）13：00～ 16：30
　　（２）会場　新潟市中央公民館　404講座室
　　（３）内容　①県大会における表彰候補者の選考
　　　　　　　②県大会開催の準備状況について

２　第１回公民館月報編集委員会
　�　事業計画により第１回公民館月報編集員会を下記によ
り開催します。

　　（１）日時　平成28年７月７日（木）13：30～ 16：30
　　（２）会場　新潟市中央公民館　303講座室
　　（３）内容　①平成28年度紙面内容の検討
　　　　　　　②後期記事執筆割当の確認
　　　　　　　③特集原稿執筆者の検討

「第２回県公連理事会」「第１回公民館月報編集委員会」開催

解
決
の
た
め
に
講
座
や
教
室
を
企

画
し
て
も
、な
か
な
か
参
加
者
が
集

ま
り
ま
せ
ん
。」等
々
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、下
越
管

内
の
ど
の
市
町
村
も
、例
え
ば
、公

民
館
運
営
に
地
域
の
方
々
か
ら
も

参
画
し
て
い
た
だ
く
、「
公
民
館
サ

ポ
ー
タ
ー
」や「
公
民
館
支
援
隊
」の

結
成
や
市
民
講
座
の
企
画
運
営
に

地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
る
な
ど
、

「
地
域
」の
公
民
館
を
並
々
な
ら
ぬ
努

力
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

ど
の
取
組
も
、公
民
館
の
職
員
の

方
々
だ
け
が
、「
公
民
館
が
な
ぜ
必

要
か
？
そ
の
存
在
意
義
は
？
」を
考

え
、運
営
す
る
の
で
は
な
く
、地
域
の

方
々
と
共
に
考
え
、実
践
に
つ
な
げ

て
い
る
取
組
で
す
。

　

こ
の
大
会
テ
ー
マ
を
公
民
館
だ

け
の
課
題
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
に
住
む
方
々
に
も
問
い
返
し
、

課
題
の
解
決
に
向
け
、共
に「
で
き
る

こ
と
を
出
し
合
う
」こ
と
が
、各
公
民

館
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
「
今
、な
ぜ
公
民
館
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
？
～
公
民
館
の
存
在

意
義
を
問
う
～
」

　

目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、

今
年
度
開
催
予
定
の
全
国
公
民
館

研
究
集
会
の
大
会
テ
ー
マ
で
す
。

　
平
成
の
大
合
併
か
ら
、10
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。下
越
管
内
で
は
、

「
常
勤
の
職
員
が
配
置
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。」「
旧
市
町
村
の
公
民
館

事
業
や
教
室・講
座
は
継
続
さ
れ
つ

つ
職
員
数
は
、合
併
前
に
比
べ
、大
幅

減
に
な
り
ま
し
た
。」「
地
域
課
題
の

「大会テーマ」に
思うこと

下越教育事務所社会教育課長
伊比　宗宏

人
は
ど
う
い
う
時
に
、喜
び・
幸
せ

を
感
じ
る
の
か
？

人
か
ら
愛
さ
れ
る
事
、人
に
ほ
め

ら
れ
る
事
、人
の
役
に
立
つ
事
、そ
し

て
人
に
必
要
と
さ
れ
る
事
、こ
れ
は

人
間
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な「
４

つ
の
幸
せ
」で
す
。こ
の
中
で
愛
さ
れ

る
事
以
外
は
、働
く
事
で
得
ら
れ
る

事
だ
と
先
輩
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
働
く
場
で
あ
る
方
か

ら「
あ
な
た
の
お
か
げ
で
よ
か
っ
た

よ
」と
云
わ
れ
た
こ
と
に
生
き
が
い

を
感
じ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」と
云

わ
れ
る
と「
あ
あ
本
当
に
や
っ
て
良

か
っ
た
な
あ
」と
思
い
ま
す
。人
の
役

に
立
っ
て
こ
そ「
あ
り
が
と
う
」と
云

わ
れ
る
わ
け
で
す
し
、仕
事
の
や
り

が
い
と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
相

手
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
時
こ
そ
、

相
手
の
自
分
に
対
す
る
思
い
が
生
ま

れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い

人
に
仕
事
だ
け
教
え
て
も
な
か
な
か

理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
彼
ら
の

も
っ
て
い
る
知
識
を
踏
ま
え
て
、彼

ら
の
生
き
が
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し

を
す
る
事
が
で
き
れ
ば
、彼
ら
を
理

解
し
安
心
し
て
仕
事
を
ま
か
せ
る
事

が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

相
手
に
ど
う
や
っ
て
思
い
を
伝
え

ら
れ
る
の
か
、自
ら
の
思
い
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
た
時
、そ
れ
は
自
ら

の
存
在
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

り
、そ
れ
が
わ
た
し
の
喜
び
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
自
信
と
な
り
ま
す
。

若
い
人
達
が
自
立
し
、社
会
参
加

で
き
る
こ
と
を
願
い
、「
人
の
役
に
立

つ
人
間
と
な
っ
て
ほ
し
い
」こ
れ
が

わ
た
し
の
若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
へ

の
思
い
で
す
。

南魚沼市社会教育委員
公民館運営審議会委員  

会長　中俣　敏雄

「人の役に立ち
� 働く幸せを」

№760（第３種郵便物認可） 	 平成28年６月15日 



4５月18日㈬　新潟市新任職員研修会　横越地区公民館　事務局長講師 ひとくち情報

特
集

第
67
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
が
７
月
15
日（
金
）、妙
高
市

文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
当
日
ま
で
残

す
と
こ
ろ
１
ケ
月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
上
越
地
区
の
公

民
館
関
係
職
員
が
大
会
の
成
功
に
向
け
て
協
力
し
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
．は
じ
め
に

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
若
者
が
参
画
し
た
く
な
る
公
民
館

を
目
指
し
て
～
次
世
代
に
つ
な
が
る
公
民
館
活
動
を
考
え
る

～
」で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
は
、公
民
館
を
運
営
す
る
私
た
ち
職
員
に

と
っ
て
、共
通
の
課
題
の
１
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
大

会
は
、こ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
、記
念
講
演
に
始
ま
り
、ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、事
例
発
表
ま
で
一
貫
し
て「
若
者
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
大
会
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、少
し
で

も
今
後
の
皆
さ
ん
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

２
．「
若
者
」を
公
民
館
に
巻
き
込
む
に
は

今
大
会
の
記
念
講
演
は
、大
会
テ
ー
マ
に
沿
う
形
で「
若

者
」を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
、東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科　

教
授　

牧

野　
篤
さ
ん
。牧
野
さ
ん
の
大
学
で
の
専
門
分
野
は
、社
会
教

育
や
生
涯
学
習
で
あ
り
、最
近
で
は
、自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
公
民
館
や
生
涯
学
習
の
共
同
調
査
を
行
っ
た
り
、多
世
代

交
流
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
進
め
た
り
と
全
国
各
地
で

ご
活
躍
中
で
す
。牧
野
さ
ん
の
講
演
は
、全
国
各
地
で
の
調
査

や
研
究
に
よ
る
様
々
な
事
例
か
ら
、「
若
者
」を
公
民
館
活
動

に
巻
き
込
む
た
め
の
具
体
的
な
手
法
を
示
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
で
あ
り
、今
後
の
公
民
館
活
動
に
お
い
て
、必
ず
や
ヒ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

３
．「
若
者
」た
ち
の
躍
動
す
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い

午
後
の
部
の
冒
頭
に
行
わ
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
今
大

会
は
、地
元
妙
高
市
立
妙
高
高
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
で
す
。

妙
高
高
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、昨
年
ま
で
17
年
連
続
新

潟
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
、西
関
東
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
に
は
全
国
大
会
に
出

場
す
る
な
ど
、そ
の
実
力
は
折
り
紙
つ
き
で
す
。
ま
た
、年
間

20
回
を
超
え
る
ス
テ
ー
ジ
に
出
演
し
、地
域
内
外
か
ら
愛
さ

れ
て
い
る
吹
奏
楽
部
で
す
。

大
会
当
日
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、ス
テ
ー
ジ
ド
リ

ル
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初
め
て
ご
覧
に
な
る

方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、ス
テ
ー
ジ
上
を
所
せ
ま
し
と
演
奏

す
る
姿
に
感
動
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
楽
し
み
の
１
つ
と
し
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

４
．「
若
者
」に
絞
っ
た
事
例
発
表

午
後
の
事
例
発
表
は
、３
地
区（
別
記
参
照
）か
ら
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．新
潟
市　
西
地
区
公
民
館　
　
近
藤　
文
子
さ
ん

	

他 

１
名

　
妙
高
市
公
民
館
　
館
長

　
山
本
　
　
毅

妙高高原中学校　マーチング演奏

№760（第３種郵便物認可） � 平成28年６月15日 

県
大
会  

妙
高
市
大
会 

～
よ
う
こ
そ
妙
高
へ
～



5 ひとくち情報 ５月20日㈮　第１回県公連理事会、評議員会　新潟市中央公民館

２
．中
越
地
区　
南
魚
沼
市
公
民
館　
牛
木　
　
治
さ
ん

３
．下
越
地
区　
阿
賀
町
公
民
館　
　
清
田　
　
亮
さ
ん

（
１・
２・
３
は
発
表
順
）

い
ず
れ
も「
若
者
」を
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
発
表
に
な
る
予
定

で
す
。

５
．上
越
地
区
の
特
産
品
を
ご
用
意

第
67
回
大
会
は
、上
越
地
区
３
市
が
協
働
し
て
大
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

も
３
市
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
特
産
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

会
場
地
で
あ
る
妙
高
市
コ
ー
ナ
ー
で
は
、特
産
で
あ
る
市

内
の
３
つ
の
酒
蔵「
鮎
正
宗
」、「
君
の
井
」、「
千
代
の
光
」の
３

銘
柄
の
清
酒
や
美
味
し
い「
妙
高
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、障
が
い

者
就
労
支
援
施
設「
ほ
っ
と
妙
高
」で
手
作
り
さ
れ
て
い
る
お

菓
子
や
米
粉
パ
ン
、小
物
入
れ
な
ど
を
は
じ
め
、全
国
有
数
の

入
込
客
数
を
誇
る「
道
の
駅
あ
ら
い
」や
市
内
の
農
産
物
直
売

所
か
ら
の
臨
時
出
店
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、上
越
市
や
糸
魚
川

市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
市
を
代
表
す
る
特
産
品
が
出
店
さ
れ

る
予
定
で
す
。

上
越
３
市
は
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
海
の
幸
か

ら
山
の
幸
ま
で
各
種
の
特
産
品
が
揃
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
楽

し
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

６
．皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

昨
年
の
第
66
回
大
会
か
ら
参
加
費
が
１
，０
０
０
円
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
大
会
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
１
，０
０
０
円
で
開
催
し
ま
す
。

７
月
15
日（
金
）の
大
会
当
日
ま
で
残
す
と
こ
ろ
１
ケ
月
あ

ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
準
備
は
、着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
当

日
は
、遠
方
の
か
た
か
ら
も「
来
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
大
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日　
程

10
：
00　
受
付

10
：
30　
開
会
式

　
　
　
　
公
民
館
永
年
勤
続
者
表
彰
式

11
：
00　
記
念
講
演

　
　
　
　
テ
ー
マ
：�

公
民
館
活
動
に
参
加
す
る
若
者
を
増

や
す
に
は
～
公
民
館
活
動
に
若
者
を

巻
き
込
む
方
法
を
探
る
～

　
　
　
　

講  

師
：
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授　
牧
野　
　
篤 

氏

13
：
00　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：�

妙
高
市
立
妙
高
高
原
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー

チ
ン
グ
演
奏

13
：
15　
新
潟
市　
　
　
１
件

　
　
　
　
中
越
地
区　
　
１
件

　
　
　
　
下
越
地
区　
　
１
件

15
：
15  

閉
会
式

〈
大
会
事
務
局
〉  

第
67
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
事
務
局

　
〒
９
４
４

－

８
６
８
６　
妙
高
市
栄
町
５
番
１
号

�

（
妙
高
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
５
５

－

７
４

－

０
０
３
４（
直
通
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
５
５

－

７
２

－

３
９
０
２

　

E-m
ail: syogaigakushu@

city.m
yoko.niigata.jp

○�

大
会
参
加
申
込
み
は
６
／
３
発
送
の
開
催
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
申
込
み
用
紙
に
よ
り
、６
／
27
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

妙高の銘酒

妙高山　いもり池

北陸新幹線　上越妙高駅

№760（第３種郵便物認可） 	 平成28年６月15日 



6５月24日㈫　新潟県同和教育推進協議会　県庁　松川副会長出席 ひとくち情報

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録219

【
ラ・ラ・ネ
ッ
ト
公
民
館
と
は
】

ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト（
新
潟
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
）の
中
に「
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」と
い
う

新
た
な
ペ
ー
ジ
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。県
内
の

公
民
館
の
情
報
が
載
っ

て
い
ま
す
。各
公
民
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ

ン
ク
で
き
ま
す
。

県
内
公
民
館
の
情
報

発
信
、情
報
共
有
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
公
式

サ
イ
ト
で
す
。

【
情
報
発
信・情
報
共
有
】

各
公
民
館
の
教
室・
講
座
や
催
物
、活
動
の
様
子
な

ど
、簡
単
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
マ
イ

ペ
ー
ジ
を
う
ま
く
活
用
す
る

こ
と
で
広
報
の
効
果
が
上
が

り
ま
す
。
ま
た
、各
公
民
館
で

行
わ
れ
て
い
る
講
座
や
活
動

内
容
な
ど
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、事
業
立
案
や
ち
ら

し
作
成
等
の
参
考
に
な
り
ま

す
。
情
報
収
集
、提
供
の
場
と

し
て
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
に
は
？
】

ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公
民
館
か
ら
情
報
を
発
信
す
る
に

は
、Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
利

用
を
希
望
す
る
団
体
に
、Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発

行
し
ま
す
。
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら

ロ
グ
イ
ン
し
、情
報
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
習
機
会
、お
知

ら
せ
、活
動
日
誌
、イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
が
利

用
で
き
ま
す
。
具
体
的

な
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公
民
館
利
用
手
引
書（
ラ・
ラ・

ネ
ッ
ト
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
御
覧

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
担
当・

若
月
）ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�

☎ 

０
２
５

－

２
８
４

－

６
１
１
０

【
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
い
る
公
民
館
】

※
Ｉ
Ｄ・Ｐ
Ｗ
を
発
行
し
て
い
る
公
民
館

新
潟
市　
　

�

中
央
公
民
館・
中
地
区
公
民
館・
豊
栄

地
区
公
民
館・
北
地
区
公
民
館・
白
根

地
区
公
民
館・
東
地
区
公
民
館・
石
山

地
区
公
民
館

魚
沼
市　
　
堀
之
内
公
民
館・小
出
北
部
公
民
館

　
　
　
　
　
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

上
越
市　
　
安
塚
地
区
公
民
館・頸
城
地
区
公
民
館

柏
崎
市　
　
柏
崎
公
民
館

加
茂
市　
　
加
茂
市
公
民
館

新
発
田
市　
加
治
川
地
区
公
民
館

糸
魚
川
市　
磯
部
地
区
公
民
館

田
上
町　
　
田
上
町
公
民
館

　
現
在
、17
の
公
民
館
が
利
用（
申
請
）し
て
い
ま
す
。

【
利
用
者
の
声
】

「
操
作
方
法
が
簡
単
で
使
い
や
す
い
。」

「
ほ
か
の
公
民
館
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
、と

て
も
参
考
に
な
る
。」

「
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、載
せ
る
こ
と
が
で

き
る
情
報
に
制
限
が
あ
る
の
で
、ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公

民
館
と
使
い
分
け
て
情
報
を

発
信
で
き
て
よ
い
。」

「
活
動
日
誌
等
で
、活
動
の

様
子
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

て
よ
い
。」

「
今
後
、も
っ
と
た
く
さ
ん

の
公
民
館
の
情
報
が
共
有
で

き
る
と
う
れ
し
い
。
多
く
の

公
民
館
が
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公

民
館
を
利
用
し
て
情
報
を
発

信
し
て
ほ
し
い
。」

【
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
】

県
内
の
公
民
館
を
つ
な
ぐ「
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公
民

館
」を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
潟
県
公
民

館
連
合
会
と
連
携
し
な
が
ら
、利
用
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
県
内
の
公
民
館
の
情
報
を「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」共
有
で
き
る「
ラ・
ラ・

ネ
ッ
ト
公
民
館
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」で
今
す
ぐ
検

索
！
使
い
方
や
ラ・
ラ・

ネ
ッ
ト
公
民
館
へ
の
要

望
等
何
か
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

�

（
文
責　
若
月
）

〜公民館をとおして、地域を
学び、地域とつながるサイト〜

新潟県立生涯学習推進センター

№760（第３種郵便物認可） � 平成28年６月15日 



7 ひとくち情報 ５月25日㈬　下公連公民館職員研修会　県少年自然の家　事務局長出席

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

歌
声
サ
ー
ク
ル

　
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、平
成
22

年
に
松
之
山
公
民
館
の
教
室
終
了

後
に
誕
生
し
た
、小
さ
な
サ
ー
ク
ル

で
す
。
活
動
日
は
、第
１・
第
３
月

曜
日
の
午
後
７
時
半
か
ら
の
約
２

時
間
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
女
性
６

名
、男
性
４
名
で
和
や
か
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。レ
パ
ー

ト
リ
ー
と
し
て
は
、唱
歌
や
歌
曲
、

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
親
し
み
や
す
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す

が
、大
部
分
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
編
曲

で
歌
っ
て
い
ま
す
。
発
表
の
場
と

し
て
は
、地
域
の
文
化
祭
等
へ
の
出

演
、老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン

CirCle
サークル交流

テ
ィ
ア
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
頂
い
て

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
十
日
町
市・松
之
山
歌
声
サ
ー
ク
ル

�

代
表
者　
保
坂　
　
清　
記

　
糸
魚
川
市・嘉
寿
紅
会

�

代
表　
福
嶋　
敏
枝　
記

行
っ
て
お
り
、そ
の
地
区
の
敬
老

会
や
文
化
祭
等
に
発
表
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
又
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
慰
問
は
年
に
７
～
８
回
、子
供

達
が
参
加
す
る
と
と
て
も
喜
こ
ば

れ
、最
後
に
は
入
所
の
皆
様
と
一
緒

に「
北
国
の
春
」を
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
、握
手
を
し
た
り
し
て
交
流
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
文
化
協
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
地
元
カ
ラ
オ

ケ
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表
会

等
に
も
友
情
出
演
、忙
が
し
さ
の
中

に
も
練
習
間
の
お
茶
や
お
漬
物
等

頂
き
な
が
ら
、笑
顔
と
健
康
作
り
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

舞
踊
で
笑
顔
と
　
　

　
　
健
康
を
届
け
ま
す

創
作
舞
踊・嘉か

寿ず

紅べ
に
会

　
こ
の
会
は
２
０
０
０
年
に
発
足
、

流
派
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
振
付

で
３
才
～
80
才
強
ま
で
主
に
新
舞

踊
を
中
心
に
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す
。
現
在
会
員
は
30
人
程
、お
け
い

こ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公
民
館
で

　３年前から館長として勤務
しています。20年程前にも旧
入広瀬村で公民館担当を経験
され、50歳目の前に退職。その
後前任者からの強い要望で現
在に至っています。ふるさとの
活性をと新規事業を立ち上げました。「ふるさと
を歩こう」「花炭をつくろう」「案山子をつくろう」
など…。
　地域の方を巻き込んで事業展開、またコミニュ
ティ協議会と共催で、小・中学校スクラム体育祭
で応援団を結成、公民館ギャラリーに写真、絵画、
趣味作品等発表の場を提供。
　公民館事業には大勢の方から協力いただいて
いることから、自らゲートボール協会会員とな
り、また地区老人クラブ両方の事務局も引受け、
「仕事柄いろんな方とのコミュニケーションが大
事」がモットーとか。年７回発行の地区「公民館
だより」に自らコラムを担当、また毎号各層の方
から投稿、寄稿をいただき「私の出番」として掲載
しています。

（公民館主事　佐藤小百合　記）

入広瀬地区公民館

館長　浅井　健五さん

　昨年の４月に来られました
和田正利館長を紹介します。
　公民館に来られる前は、福祉
関係の職場に20年間勤務され
ていました。
　公民館では市民大学講座、シ
ニア教室などを担当されています。
　特に、シニア教室は大変人気が高く、受講生は
毎年約160人申し込みがあり、館長の人柄もあ
り、年々参加者が増えております。参加される方
は、元気で健康な方たちばかりで、楽しい話題に
笑いが絶えず、明るい雰囲気となっております。
　最近、ご家庭では、子犬のトイプードルを飼わ
れたそうで、お散歩も日課に加わったとのこと
です。奥様と高校生のお子様と子犬のリリーちゃ
んに囲まれて、ご家庭でもきっと笑いが絶えな
いことと思います。
　なお、公民館は加茂山公園の中にあり、加茂市
の中心に位置しています。加茂山公園にお越し
の際は、是非遊びに来てください。

（加茂市公民館　野村　直美　記）

加茂市公民館

館長　和田　正利さん
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ビ
ュ
ー
で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
が「
ス
ッ

ピ
ン
だ
か
ら
顔
を
隠
し
て
い
る
」と
言
っ
て

い
た
。
顔
を
隠
す
た
め
の
マ
ス
ク
な
ら
、強

盗
と
同
じ
で
は
な
い
か
。

　

先
日
の
研
修
会
で
事
例
発
表
者
が
最
後

ま
で
マ
ス
ク
を
外
さ
な
か
っ
た
。大
風
邪
で

も
引
い
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
が
そ
う
で

も
な
い
ら
し
い
。
表
情
を
隠
す
た
め
な
の

か
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
で
も
思
っ
て
い
る
の

か
、な
ん
だ
か
す
っ
き
り
し
な
い
。�（
田
原
）

　
「
マ
ス
ク
」着
用
者
が
多
い
国
は
日
本
と

中
国
。中
国
は
大
気
汚
染
で
必
要
と
は
い
っ

て
も
北
京
な
ど
大
都
市
周
辺
だ
け
。日
本
み

た
い
に
全
国
で
マ
ス
ク
着
用
者
が
多
い
の

は
世
界
で
も
珍
し
く
、外
国
の
人
か
ら
見
る

と
異
様
に
見
え
る
ら
し
い
。

　

着
用
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、先
日
の
テ
レ
ビ
番
組
の
イ
ン
タ

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　

良
き
友
と
の
出
会
い
が
、
あ

な
た
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
ま
さ

に
、こ
の
言
葉
通
り
の
私
の
人

生
で
す
。

　

私
は
、元
来
体
を
動
か
す
の
が

好
き
で
し
た
の
で
、西
地
区
公
民

館
の
運
動
サ
ー
ク
ル
の
会
員
に

な
っ
て
か
ら
、今
年
で
33
年
に
な

り
ま
す
。
長
年
運
動
を
続
け
た
結

果
、健
康
に
恵
ま
れ
、80
歳
の
現
在

も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
と
、ヨ
ー
ガ
を
指
導
す

る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。２
つ
の

サ
ー
ク
ル
共
、週
１
回
公
民
館
で
、

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
的
な
体
力
維
持
だ
け
で
な

く
、大
勢
の
人
か
ら
刺
激
を
一
杯

受
け
る
の
で
、認
知
症
予
防
に
も

な
り
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、体
力
の
あ

る
こ
と
が
、い
か
に
幸
せ
な
こ
と

か
、行
動
力
、気
力
に
繋
が
り
人
の

輪
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
体
力

と
、気
力
は
車
の
両
輪
で
す
。
自

分
に
合
っ
た
運
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

公
民
館
で
、多
く
の
人
に
出

会
っ
た
こ
と
は
、私
自
身
の
人
間

形
成
に
大
き
く
影
響
し
た
と
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。
価
値
観
の
同
じ

人
、違
う
人
、見
識
の
優
れ
た
人
、

他
人
に
寛
容
で
誠
実
な
人
、な
ど

多
種
多
様
な
人
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、私
の
思
考
の
幅
も
広
が
っ

た
と
、自
負
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
公
民

館
が
、地
域
社
会
で
担
う
役
割
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
、

新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
、公
民

館
へ
足
を
運
び
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

河　川　愛　護　月　間
　国土交通省では、昭和49年から毎年７月を「河川
愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。
　本会でも、良好な河川環境の保全・再生のため、
地域住民の河川愛護意識の醸成に協力しています。

新潟県河川協会
会長（加茂市長）　小　池　清　彦

新潟市中央区新光町４-１　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

「
出
会
い
に
感
謝
」

佐
藤
　
千
恵

（
新
潟
市
）

気

す

元

で

か

お
「
第
１
回
関
ブ
ロ
理
事
会
開
催
」

　
今
年
度
の
第
１
回
関
ブ
ロ
理
事
会
が

５
月
12
日（
木
）13
日（
金
）に
開
催
予
定

地
の
相
模
原
市
で
行
わ
れ
、理
事
の
早

川
会
長
と
田
原
事
務
局
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

会
議
冒
頭
、大
会
主
管
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
、多
数
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
関
ブ
ロ
の
新
役
員
は
内
規
の
と
お
り

決
定
し
、本
県
の
早
川
会
長
は
前
任
の

任
期
を
引
き
継
ぎ
会
計
監
査
役
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
の
関
ブ
ロ
大
会
の
詳
細

が
協
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。来
年

度
の
群
馬
大
会
の
開
催

概
要
も
示
さ
れ
、前
橋
市

を
中
心
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、主
会
場
を

中
心
に
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

主管　木下会長

新潟　早川会長

主会場グリーンホール視察 三条市の事例発表会場
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